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建設生産システム改革
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　国土交通省が策定した～年度の技術基本計画は、
「建設生産システム改善」を重点プロジェクトの一つに
位置付けた。公共事業の計画から調査・設計、施工、維
持管理、更新に至るまでの一連の過程で、ＩＣＴを駆使
して各種情報の一元化と業務改善を進める計画。現場の
生産効率を高めながら、インフラの品質確保や環境性能
の向上、トータルコストの縮減を目指していく。
　建設生産システム改善プロジェクトの柱には、建築分
野で導入が進むＢＩＭの要素を取り入れたＣＩＭの具現
化を掲げている。
　施工段階ではＩＣＴやロボット技術などを活用した情
報化・無人化施工の高度化を進めるとともに、産学官連
携による関連技術の研究開発を推進する。こうした取り
組みによって施工の効率化、品質の均一化と向上を促す
ほか、▷熟練技術者不足への対応▽現場の安全性向上▷
二酸化炭素（ＣＯ）発生量の抑制▷維持管理の合理化
▷技術競争力の強化▷災害対応の迅速化といった副次
的効果も得られると国交省はみている。

　ＣＩＭについて国交省は年度、直轄工事で試行導入を開
始した。年度に行った３次元設計モデル事業を対象に実施
し、施工現場での業務効率化などの効果を検証する。設計段
階では、３次元モデルなどによって、関係者間の打ち合わせ
時の相互理解の促進や情報共有による作業効率の向上、干渉
チェック、不整合個所の確認、設計ミスの防止といった効果
が確認できたという。
　年度予算の概算要求では、「次世代インフラマネジメン
トシステムの構築」に前年度比２割増の億円を計上した。
ＣＩＭの試行事業の実施やモデル構築を進めるほか、維持管
理や災害調査・応急復旧で活用できるロボットの開発・実用
化、情報インフラの高度化などに取り組む。
　建設生産システム改革の取り組みについて、国交省は「
年度末をめどにプロジェクトの推進体制や今後の事業スキー
ムを固め、年度からより具体的な活動に入る」（技術調査
課）という。
　ＩＣＴを柱とした技術・システムの一般化について、施工
主体となる建設会社には「民間主導でコスト負担やルールづ
くりなどの問題を解決するにはハードルが高すぎる」（ゼネ
コン関係者）といった意見も目立つ。単なるツールや仕組み
などの環境整備にとどまらず、使い手側のニーズに合致した
持続可能な建設生産システムの実現に向け、国のリーダーシ
ップへの期待が高まっている。

　発注者、設計者、施工者と多くの関係
者が密接に関わる建設生産システム。設
計・施工段階では、工期短縮やコスト削
減、品質・安全性の向上を実現するため、
業務の合理化や作業の効率化の取り組み
が進められてきた。今、新たな時代のニー
ズへの対応や課題解決のために、建設生
産システムのさらなる改革が求められて
いる。
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